
死と葬儀　　　　（ガイドブック）
　この講座の学びは、日常生活の中で直面する問題です。証しの場でもありま
すから、理論的な面だけでなく実際的なことに重点をおいて進めたいと思いま
す。
　この講座は、四時間で行ないます。おおよその目安は､｢死」Ⅰ～Ⅲを一時間､
｢葬儀」を二時間､｢関連事項」を一時間にしたらよいと思います。
Ⅰ　確実に訪れる死
◇　指導上の参考
１．詩篇４９：１～２０をともに読み、死を自分のこととして見つめることか
　　らはじめます。死は罪人の牧者で、罪人を追いかけて滅びに導きますが、
　　神は聖徒たちの牧者であって、聖徒を緑の野にふさせ、いこいの水際に伴
　　ってくれます｡(詩篇２３：６）
　　神にある者は「神はわたしを受けられるゆえ、わたしの魂を陰府の力から
　　あがなわれる｡｣（詩篇４９：１５）
２．自分を知らねばならない。神が人をどんなに尊いものとして造られている
　　かを。神は、第一に、わたしたちを「自分のかたちに人を創造された｣（創
　　１：２７)｡第二に、わたしたちを罪から救うために、ひとり子イエスを賜
　　った(ヨハネ３：１６)｡第三に、救われた後のわたしたちを、神の子として
　　受け入れてくださった(ローマ８：１４)｡第四に、死後には、わたしたちを
　　永遠の住みかに導いてくださいます(ヨハネ１４：３)｡このように神はわた
　　したちを尊いものとして造られたのだから、それを自覚して、それにふさ
　　わしい者とならなければならない、と言うことをポイントとして指摘して
　　ください。
Ⅱ　死とは何か
－１－
◇　指導上の参考
　この項は死への正しい臨み方を考えます。
１．まず､“自殺”の問題を考えたい。自殺（異常死）
　　日本において青少年の死因の第一位は自殺とのこと、これは日本人の精神
　　構造、特に、宗教生活に関係あるかも知れません。
　　自殺は、当然許されることではありません。十戒の内の第六戒を破ること
　　であって、己を殺す行為です。生命を支配されるのは神であって、人では
　　ありません。自分の生命を自らの手で断つことは神の主権への侵犯といえ
　　ます。ここに、聖書の記録から六人の自殺者をあげて、その生きざまと、
　　死にざまを考えてみましょう。
　　　1 ギデオンの子(めかけの子)アビメレク (士９：５３～５５）
　　　2 士師サムソン　　　　　　　　　　　（士１６：２９～３０）
　　　3 初代イスラエル王サウル　　　　　　（サムエル上３１：４～５）
　　　4 ダビデの部下アヒトペル　　　　　　（サムエル下１７：２３～２４）　　　5 北王朝イスラエル第五代ジムリ　　　（王上１６：８～２０）
　　　6 イスカリオテのユダ　　　　　　　　（マタイ２７：３～５）
２．日本人の霊魂観
　　日本人の多くは､(仏教徒も神道者も）混淆した霊魂観をもっています。　　　神学よりも心情が先走っています。それは、死者の霊を祀らずに放置すれ　　ば、必ず子孫に崇るというものです。霊魂を祀ることが子孫の義務なので　　す。これが追善供養、鎮魂祭となったのです。
３．葬儀及び死のタブー（禁忌）・迷信
　・日本人の多くは、葬儀習俗や死についてのタブーに縛られています。クリ
　　スチャンも知らずにこれにおちいることがありますので、注意しなければ
　　なりません。
　　　例えば、
　　　「三人で一緒に写真をとるとそのまん中の人が死ぬ」
　　　「柿の木から落ちると三年以内に死ぬ」
－２－
　　　「二人で髪を結い合うと早死にする」
　　　「梯子の三段目から落ちると三年目に死ぬ」
　　　「子供の寝言をまねると死ぬ」等々､(０－１４８頁参照）
　・丙午(ひのえうま)の女は男を食い殺す、この迷信は、十干十二支をもとに
　　した五行説から発したもので、天和三年の江戸大火を起こした“八百屋お七"
　　が丙午の生年であったことからきたものです。
　・字、数字の迷信､“し"“四”などの語呂。
Ⅲ　聖書の教える死
◇　指導上の参考
　聖書の教える死については、誤った解釈が顔を出します。代表的なものを二、
三あげます。
１．煉獄
　　これは、カトリック教会独特な教理で、ラテン語で(Purgatorium）と言い「浄
　　化の場所」という意味です。この世にあって小さな罪を犯し、その罪の償
　　いを果たさないまま死んだ人々の霊魂は、死後その罪の償いを果たさねば
　　なりません。それまでの間、霊魂が苦しみを受ける場所、あるいは霊魂が
　　苦しみを受ける状態を煉獄といいます。
　　この煉獄思想とは、次のようなものです。大多数の人間は、いきなり天国
　　に入れるほど完全ではありません。しかし、彼らを地獄におとしてしまう
　　には可哀想である。そこで、煉獄において、一時的に苦しみに合わせ(火に
　　燃やされて苦しみを味わう)､天国に入れるだけの完全さを備えさせた上で
　　天国に入れようとするものです。この教理のカトリックの論拠は、マタイ
　　１２：３２，コリント第一３：１３～１５、それに聖書ではないが、外典
　　第二マカベア書１２：４３等ですが、その解釈は無理があります｡(Ｂ－611
　　頁参照）
２．死者のための祈り
　　これも、カトリックとプロテスタントとを分ける教理の違いの一つです。
－３－
　　この教理は、生存者が死者のために最後の審判の日にゆるされて天国に入
　れるように祈ることによって、功徳が与えられ、神の恵みに入れられると教
　えるもので、仏教の追善供養と似ています。前記の煉獄思想とともにカトリ
　ックの論拠は、第二マカベア書１２：４０～４６、ペテロ第一３：１９～２
　０です。
３．霊魂仮眠説
　　霊魂は、人間の肉体の死と最後の復活の間、無自覚、無感覚の状態で仮眠
　するという説、その聖書的根拠は、マタイ９：２４、ヨハネ１１：１１、第
　一コリント１５：１８～２０。（Ｐ－２８６～２９０頁参照）
　セブンスデー・アドベンチストの人々は、これを信じています。
Ⅳ　葬儀
Ａ　キリスト教葬儀
◇　指導上の参考
１．われわれは、神道・仏教との宗教行為、特に異教の葬儀及び記念会（法事
　　と呼ばれるもの）などで焼香はしない、玉串奉奠をしない、燈明をあげな
　　い、拝礼をしない等のため、不信心な者、不孝者と呼ばれることがありま
　　す。日頃から誤解をとく努力をすべきです。
２．死者礼拝をいましめた聖句　エゼキエル４３：７～９
３．葬法
　・日本の葬儀には、神道葬、仏教葬、キリスト教葬、その他などがあります。
　　しかし、ある学者（京大名誉教授稲田務氏、医師太田典礼氏等）などの提
　　唱によって、葬式無用論が唱えられています。その論拠は、葬儀というも
　　のは、もとは死者の霊をとむらうこと（キリスト教的ではない）を目的と
　　して始まったとみられるのであるが、現在ではそれがまったく形骸化して
－４－
　　しまって、ただ生きている者の見栄とか慰めとか、あるいは慣習的に無感
　　動に行われているにすぎない。その結果としては、不経済な出費だけを伴
　　っている。意義のない葬式は廃止すべきだというのです。（「葬式無用論」
　　について詳しく知りたい方は、東京葬式を改革する会発行の「葬式無用論」
　　は参考になるでしょう。）一考にあたいします。（Ｌ－Ｐ３参照）
　・屍体の処理のしかたは大きく二つに分けることができます。
　　１　湿葬（土葬、水葬）屍体を湿らせて処理する方法です。
　　２　乾燥葬（火葬、風曝葬、ミイラ葬）特に、風曝葬は、地上や樹上にさ
　　　　らして葬る法で、鳥の餌食になったでしょう。
　　現在では、わが国の葬法は、法律によって火葬（一部をのぞいて）とされ
　　ています。わが国の火葬は、仏教文化の移入とともにはじまりました。　　　しかし、一般庶民にまで広まったのは１５世紀以後といわれます。これが
　　受け入れられたのは、宗教混淆の中で、とくに、神道思想にある遺体に対
　　する思いが大きく影響したようです。屍体は穢れたもの、また、生者に害
　　を及ぼすおそろしいものであるから、火葬にすれば形は変化し、恐怖感は
　　うすれる。それゆえに受け入れられたといわれています。
Ｂ　遺言
◇　指導上の参考
・一般に遺言は四通りあります。
　１．自筆証明遺言
　　　テキスト参考
　２．公正証書遺言
　　専門の公証人と二人の証人の立ち合いのもとに口述筆記されたもので、そ
　　れぞれの署名押印が必要です。さらに家庭裁判所の検印が必要です。
　３．秘密証書遺言
　　内容を秘密にしておきたい時につくるもので、公証人、遺言者、証人二人
　　の署名押印が必要です。遺言者が死亡した時以外に開封するとただちに無
　　効となります。さらに、これも家庭裁判所の検印が必要です。
－５－
　４．口頭遺言
　　危篤の人が、三人以上の証人の立ち合いのもとに遺言するもので、証人の
　　一人が筆記し、ほかの二人が署名押印します。これは、遺言の日から２０
　　日以内に家庭裁判所に提出し、検認を受けなければ効力を発揮しません。
　　なお、遺言は、日付の一番新しいものだけが有効です。
　　さらに詳しいことを知りたい方は、教団事務局に問い合わせれば、“正しい
　　遺言の手引”を入手することができます。
Ｃ　臨終
◇　指導上の参考
・葬儀執行の準備の中での細かい点で注意が必要です。
　霊柩車は、仏教式、神道式のものを用いない、キリスト教式のものがない場
　合は無宗教のものを用います。柩を覆う布についても、不注意に異教形式の
　ものが掛けられないようにすべきです。
・火葬について、葬儀日時決定上の注意点
　公の火葬場でも、日本国中火葬を行わない日があります。“友引”といわれる
　日です。“友引”は、六曜（六輝ともいう）の一つで、凶事を忌む日で、不幸
　が引きつがれるといって避ける語呂あわせから来た迷信です。
・遺体安置は、仏教式のように飾る必要はない。清潔にし、せいぜい、故人の
　好きだった花を生ける程度でしょう。
Ｄ　納棺式
◇　指導上の参考
・柩
　ヨーロッパでは、ノアの箱舟を形どって舟形が用いられますが、わが国では、
　寝棺が一般的に用いられます。地方で土葬の場合は、埋葬穴を堀る便
－６－
　利さと移動の作業を考えて座棺（桶）が用いられます。
Ｅ　前夜式、出棺式、葬儀（告別式）、火葬前式
◇　指導上の参考
　儀式一般について、この項で話しあいたいものです。例えば、前夜式のあり
方、死の呼び名、弔辞について、供花のうけ方、献花（飾花）の仕方とその精
神、弔電、弔文の披露の仕方、さらには献体のことなども。
Ｆ　納骨式（埋葬式）、記念会
◇　指導上の参考
１．墓
　・キリスト教会が墓をもつことは、牧会上大切です。
　・墓石
　　日本における墓石の起源については諸説があります。代表的なものは、屍
　　体は怨霊のもとであって、人々に害を及ぼすものであるから、屍体を埋葬
　　する時は屍体に重石を抱かせ、また、重石として屍体を埋めた土の上にお
　　くならば、死者は崇りをもって出てこないであろうとする“願い石”それ
　　が転じて墓石になったとする説、他には、墓の目印のための石が起源とも
　　いわれます。
　・両墓制
　　古来日本では、広く両墓制（埋葬墓と参り墓）がとられていました。これ
　　は、屍体に対する穢れと恐れから来たものです。別名、棄て墓と祭りをす
　　る参り墓ともいいます。
　・墓の所有
　　墓地は公営、私営ともに、地権の売買、分譲はされません。「永代借地権」
　　を得て使用するものです。毎年管理費を払わねばなりません。また、一定
　　期間使用せずにおくと、借地権を失う場合もあります。
－７－
２．記念会（追悼会とは呼びたくない）
・服喪
　　これは聖書の中にも記録があります。（民２０：２９、申３４：７～８、サ
　　ムエル上３１：１３、等々）ただ、仏教徒たちのいう、中陰思想と混同し
　　てはなりません。仏教には「中陰」という考え方があります。これは、死
　　んだ人が来世（六道の世界、天人、人間、修羅、畜生、餓鬼、地獄）に行
　　くのですが、すぐには行きません。死者の生前の行為を調べて、来世はど
　　この世界がふさわしいかを決める、裁判の期間を「中陰」と呼んで四九日
　　間としたのです。そして、遺族が死者のためどれだけの施を（追善供養）
　　したかによって、少しでも良い所に変更されるシステムです。（Ｊ－９４～
　　９７頁）
・クリスチャンは自由に服喪の時をもつべきでしょう。
　　参考までに１８７４年（明治７年）に制定された服喪期間は以下です。
　　故　　人　　　忌日数　　　服喪日数
　　父　　母　　　５０日　　　１３ケ月
　　祖　父　母　　３０日　　　　５ケ月
　　祖　母　方　　２０日　　　　３ケ月
　　夫　　　　　　３０日　　　１３ケ月
　　妻　　　　　　２０日　　　１３ケ月
　　嫡　　子　　　２０日　　　　１ケ月
　　末　　子　　　１０日　　　　１ケ月
　　伯父伯母　　　２０日　　　　３ケ月
　　伯　母　方　　１０日　　　　１ケ月
　　兄弟姉妹　　　２０日　　　　３ケ月
Ⅴ　葬儀関連事項
◇　指導上の参考
　資料
－８－
　Ａ　クリスチャン生活辞典　　　　　（教会新報社）
　Ｂ　キリスト教慶弔学辞典　　　　　（いのちのことば社　小畑進著）
　Ｃ　１００の質問　　　　　　　　　（コンコーディア社　轟勇一著）
　Ｄ　死と葬儀　　　　　　　　　　　（日キ教団信仰職制委員会編）
　Ｅ　教会生活の手引（６）死と葬儀　　（日キ出版局　山本尚忠著）
　Ｆ　キリスト教冠婚葬祭入門　　　　（聖文社　山内六郎著）
　Ｇ　日本宗教辞典　　　　　　　　　（講談社　村上重良著）
　Ｈ　冠婚葬祭全書　　　　　　　　　（梧桐書院　田島諸介著）
　Ｉ　冠婚葬祭事典　　　　　　　　　（鶴書房　藤崎弘著）
　Ｊ　仏教とキリスト教　　　　　　　（新潮選書　ひろさちや）
　Ｋ　仏教と神道　　　　　　　　　　（　　　　〃　　　　　）
　Ｌ　葬儀の歴史　　　　　　　　　　（雄山閣　芳賀登著）
　Ｍ　葬送の倫理　　　　　　　　　　（紀伊国屋新書　久野昭著）
　Ｎ　死後の世界　　　　　　　　　　（岩波新書　渡辺照宏著）
　Ｏ　日本人のタブー　　　　　　　　（講談社現代新書　竹中信常著）
　Ｐ　聖書の教理（上・下）　　　　　（福音出版社　Ｍ・パールマン著）

